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Ⅰ.  

域
内
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
組
合
・

グ
ル
ー
プ
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

域
内
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
県
内
の
組
合

や
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、地
域
の
資
源
及
び
地
域
の

特
性
等
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
や
市
場
開
拓
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
事
業
活
動
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

対
象
は
、本
会
会
員
よ
り
抽
出
し
た
静
岡
県
内

の
組
合
を
は
じ
め
、県
内
の
団
体
及
び
連
携
組
織

七
五
○
件
で
、平
成
二
三
年
一
一
月
に
郵
送
に
よ

り
調
査
。二
二
○
件
か
ら
回
答
を
得
た（
回
答
率

二
九.

三
％
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
先
の
地
域
別
所
在
地
の

割
合
は
、
東
部
地
域
三
三.

六
％
、
中
部
地
域

三
九.

一
％
、
西
部
地
域
二
七.

三
％
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
。

（
1
）組
合・グ
ル
ー
プ
の
概
要

①
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
先
の
事
業
に
つ
い
て
み

る
と
、「
催
事
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
店
」
が

三
八.

六
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
「
特
産
品
（
食

品
、鉱
工
業
品
、工
芸
品
等
）
の
販
売
、販
路
開
拓
」

が
三
四.

五
％
、「
特
産
品
（
食
品
）
の
開
発
・
製
造
」

が
三
三.

二
％
と
続
い
て
い
る
（
図
表
②
）。

②
創
業
年
数
（
営
業
歴
）
に
つ
い
て

組
合
・
グ
ル
ー
プ
の
創
業
年
数
は
「
三
○
年
以

上
」
が
四
○.

○
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
「
一

○
年
〜
三
○
年
未
満
」
が
二
六.

四
％
と
、
創
業

一
○
年
以
上
が
六
割
を
超
え
て
い
る
（
図
表
③
）。

地域内の経済を活性化させるためには、新しい事業を想定したマッチングから生まれた連携組織が中心となり、地域活性化の方
向性を見出すことが有効であり、その活動を適切に支援していくことが必要である。
実際、地域内経済を支える中小企業者の経営効率化や付加価値を高める手段として、地域のもつ様々な資源を利用・活用した新商

品開発、生産スタイルの構築、地域産品の販路開拓等の取り組みに対する支援に力が注がれており、施策や事業等の活用により、地域
の活性化につなげている中小企業、組合や連携組織も少なくない。
こうした中、本会では、昨年度、域内経済の実態や連携のあり方を明らかにしようと、アンケート調査や現地調査などを実施した。
特集では、その調査結果を基に、県内外における域内経済の実態と課題、地域経済全体の活性化に大きな役割を果たすための新た

な事業展開及び支援の方向性について紹介する。

特集
地域産業実態調査にみる

域内経済の実態と課題、
連携の模索について

図表① 地域別回答割合

図表② 現在取り組んでいる事業　回答数220（複数回答）

東部
33.6％

中部
39.1％

東部
33.6％

中部
39.1％

西部
27.3％

38.6

33.2

18.2

14.1

12.3

22.7

38.6

34.5

33.2

20.0

18.2

14.1

12.3

5.9

22.7

催事・イベント等への出店

特産品（食品、鉱工業品、工芸
品等）の販売、販路開拓

特産品（食品）の開発・製造

常設の販売所の運営

他の者が運営する販売所
への商品の供給、出店

観光資源を活用した観光・
体験のための施設の運営

レストラン・食堂等の運営

特産品（鉱工業品、
工芸品）の開発・製造

その他

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0
（％）
45.0
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域内経済の実態と課題、連携の模索について

（
2
）組
合・グ
ル
ー
プ
の
概
要

①�

五
年
前
（
五
年
未
満
の
場
合
は
創
業
時
）
と

　
直
近
の
年
間
売
上
高
と
組
合
員
（
構
成
員
）
の
増
減

五
年
前
（
五
年
未
満
の
場
合
は
創
業
時
）
と
比

較
し
た
売
上
高
の
増
減
に
つ
い
て
は
、「
か
な
り

減
少
（
下
降
）」
が
二
七.

三
％
、「
や
や
減
少
（
下

降
）」
が
二
六.

四
％
と
、
減
少
し
て
い
る
と
回
答

し
た
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
全
体
の
五
割
を
超
え
た
。

一
方
、「
か
な
り
増
加
（
上
昇
）」、「
や
や
増
加
（
上

昇
）」
と
回
答
し
た
組
合
・
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
せ

て
も
全
体
の
二
割
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
表
④
）。

五
年
前
（
五
年
未
満
の
場
合
は
創
業
時
）
と
比

較
し
た
組
合
員
（
構
成
員
）
数
の
増
減
に
つ
い

て
は
、「
横
ば
い
」
と
し
た
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が

三
六.

八
％
と
最
も
多
か
っ
た
が
、「
や
や
減
少
（
下

降
）」
が
二
八.

六
％
、「
か
な
り
減
少
（
下
降
）」

が
一
八.

六
％
と
、
減
少
し
て
い
る
と
回
答
し
た

組
合
・
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
せ
る
と
四
七.

二
％
と

な
り
、
全
体
と
し
て
の
組
合
員
（
構
成
員
）
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
（
図
表
⑤
）。

②
独
自
の
技
術
や
独
自
製
品
に
つ
い
て

独
自
の
技
術
や
製
品
の
有
無
に
つ
い
て
尋
ね
た 

と
こ
ろ
、「
持
っ
て
い
な
い
」
と
の
回
答
が

四
七.

三
％
、「
持
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
が

四
六.

八
％
で
あ
っ
た
（
図
表
⑥
）。

独
自
技
術
に
つ
い
て
は
、
地
域
資
源
の
商
標
登

録
を
行
い
素
材
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
も
の
を
は

じ
め
、
地
元
で
取
れ
た
農
産
物
を
加
工
し
新
た
な

商
品
と
し
て
付
加
価
値
を
加
え
て
販
売
し
て
い
る

も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

③
運
営
・
経
営
上
の
課
題
に
つ
い
て

運
営
・
経
営
上
の
課
題
で
は
、「
資
金
不

足
」
が
三
六.

八
％
、「
従
業
員
の
高
齢
化
」
が

三
五.

五
％
、「
人
材
不
足
」
が
三
二.

七
％
、「
商

品
企
画
・
開
発
力
の
不
足
」
が
三
一.

四
％
と
、

三
割
超
の
回
答
が
四
項
目
あ
っ
た
（
図
表
⑦
）。

図表③ 創業年数　回答数220

図表④ ５年前との売上高の増減　回答数220

図表⑥ 独自技術や独自製品
　　　 回答数220

図表⑦ 運営・経営上の課題　回答数220（複数回答）

１年未満
1.4%

無回答
5.9% １年～５年未満

11.8%

５年～
10年未満

14.5%

10年～30年未満
26.4%

30年以上
40.0%

30年以上
40.0%

27.3

19.1

17.3

27.3

36.8

28.6

18.6

9.1

36.8

28.6

18.6

9.1

0.9

5.9

横ばい

やや減少（下降）

かなり減少（下降）

やや増加（上昇）

かなり増加（上昇）

無回答

26.4

19.1

17.3

2.7

7.3

かなり減少（下降）

やや減少（下降）

横ばい

やや増加（上昇）

かなり増加（上昇）

無回答

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0（％）

5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0（％）

持っている
46.8%

持っていない
47.3%

持っている
46.8%

持っていない
47.3%

無回答
5.9%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0
36.8

32.7

31.4

28.2

24.5

17.3

14.1

13.2

7.3

36.8

35.5

32.7

31.4

28.2

24.5

17.3

15.5

14.1

13.2

1.4

7.3

資金不足

従業員の高齢化

人材不足

商品企画・開発力の不足

後継者がいない

販売先等の不足

知名度不足

設備不足

技術力不足
情報収集力の不足

業務提携先が見つからない

その他

（％）
40.0

図表⑤ ５年前との組合員（構成員）の増減　回答数220
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（
3
）地
元
に
あ
る
特
産
品・農
林
水
産
物・

工
芸
品
等
に
関
す
る
取
り
組
み

①
地
域
資
源
の
種
類
と
活
用
の
き
っ
か
け

活
用
し
て
い
る
地
域
資
源
の
種
類
は
「
地
元
に 

あ
る
特
徴
的
な
食
品
」
が
六
四.

七
％
、「
地
元
に

あ
る
特
徴
的
な
食
材
を
活
用
し
た
加
工
品
」
が

四
四.

二
％
と
、
こ
の
二
項
目
が
高
い
割
合
を
占
め

た
（
図
表
⑧
）。

一
方
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る
き
っ
か
け
で
は
、

「
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
」
が
六
七.

三
％
と 

最
も
多
く
、「
身
近
に
あ
っ
た
か
ら
」
の
四
九.

四
％

が
こ
れ
に
続
い
た
（
図
表
⑨
）。

②
地
域
資
源
を
活
用
す
る
効
果
に
つ
い
て

「
地
域
資
源
を
活
用
す
る
効
果
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
地
元
の
活
性
化
」
が
七
五.

六
％
、「
地
元

の
知
名
度
向
上
」
が
六
四.

七
％
と
、
こ
の
二
項

目
が
五
割
を
大
き
く
超
え
た
（
図
表
⑩
）。

ま
た
、「
特
産
品
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
」
が

四
八.

一
％
、「
新
た
な
販
売
先
の
確
保
」
が

三
五.

三
％
、「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
が

三
四.

六
％
と
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
各
組
合
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
地
域
資
源
活
用
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

地
域
資
源
の
活
用
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

は
、「
販
売
促
進
活
動
が
不
十
分
」
が
一
番
多
く

三
五.

三
％
、
次
い
で
「
商
品
の
大
量
生
産
が
難
し

い
」
の
三
三.

三
％
と
、
こ
の
二
つ
を
課
題
と
し
て

回
答
し
た
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
多
く
み
ら
れ
た
。

ま
た
「
特
産
品
の
知
名
度
が
低
い
」
の
三
二. 

一
％
、「
売
上
が
伸
び
な
い
」
の
三
○.

八
％
が
こ

れ
に
続
い
て
お
り
、
以
上
の
四
項
目
が
三
割
を
超

え
る
回
答
と
な
っ
た
（
図
表
⑪
）。

図表⑧ 活用している地域資源の種類　回答数156（複数回答）

図表⑨ 地域資源活用のきっかけ　回答数156（複数回答）

図表⑩ 地域資源を活用する効果　回答数156（複数回答）

図表⑪ 地域資源活用における課題　回答数156（複数回答）

0.0

64.7

44.2

7.7

6.4

64.7

44.2

9.6

7.7

6.4

1.9

1.9

地元にある特徴的な食品
（果物・野菜・魚介類などの農林水産物）
地元にある特徴的な食材を活用した加工品

歴史、風土、自然などの観光資源
地元で生産されている鉱工業製品、
伝統的な工芸品やその生産技術

ヒノキや杉などの森林資源

河川や湖などの水資源

その他

10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）
70.0

0.0

67.3

17.9

7.7

67.3

49.4

17.9

3.8

2.6

7.7

地域を活性化させるため

身近にあったから
（既に地元に根付いていたから）

地元の特産品などの活用が
話題になっていたため

他の企業や大学、支援機関
などからのアドバイス

ビジネスマッチングや勉強会で
ヒントを得たため

その他

10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
（％）
80.0

0.0

75.6

64.7

48.1

35.3

34.6

12.8

75.6

64.7

48.1

35.3

34.6

21.8

12.8

0.6

1.9

地元の活性化
地元の知名度向上

特産品などのイメージ向上
新たな販売先の確保
自社ブランドの確立

利益率向上
商品の品質改善

効果は特にない
その他

10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
（％）
80.0

0.0
35.3

33.3
32.1

19.2
18.6

14.1
11.5

7.7

33.3
32.1

19.2
18.6

14.1
11.5

7.7

33.3
32.1

30.8
20.5

19.9
19.2

18.6
14.1

11.5
1.9
1.9

7.7

販売促進活動が不十分
商品の大量生産が難しい
特産品の知名度が低い

売上が伸びない
特産品などの原材料価格の高騰

地域全体のまとまり不足
他の類似商品との競争激化

一過性で終わる（長続きしない）
販売スタッフの不足

製品化のための資金が不足
課題は特に無い

新規参入の余地が無い
その他

5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0
（％）
40.0
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域内経済の実態と課題、連携の模索について

（
4
）他
企
業
や
団
体
と
の
連
携
及
び

支
援
機
関
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

①
外
部
機
関
と
の
連
携
状
況

地
域
資
源
活
用
に
取
り
組
む
際
の
外
部
機
関

と
連
携
に
つ
い
て
は
、「
連
携
し
て
い
な
い
」
が

四
九.
一
％
、「
連
携
し
て
い
る
（
か
つ
て
連
携
し
て

い
た
を
含
む
）、
ま
た
は
今
後
連
携
を
予
定
し
て
い

る
」が
四
五.

九
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た（
図
表
⑫
）。

②
連
携
し
て
い
る
外
部
機
関
の
種
類

連
携
し
て
い
る
（
ま
た
は
か
つ
て
連
携
し
て
い

た
、
今
後
連
携
を
予
定
し
て
い
る
を
含
む
）
企
業

や
団
体
は
、「
中
央
会
、産
業
創
造
機
構
、会
議
所
、

商
工
会
な
ど
の
支
援
機
関
」
を
挙
げ
る
組
合
・
グ

ル
ー
プ
が
四
七.

三
％
と
最
も
多
く
、「
他
の
協
同

組
合
や
団
体
」
が
三
八.

四
％
と
続
い
た
。
身
近

な
支
援
機
関
と
の
連
携
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え

る
（
図
表
⑬
）。

③
支
援
機
関
に
期
待
す
る
こ
と

支
援
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
へ
の
上
位
回
答

は
、「
販
路
の
開
拓
」
の
四
八.

二
％
、「
効
果
的

な
広
告
・
宣
伝
の
方
法
」
の
四
四.

六
％
で
あ
っ
た
。

支
援
機
関
に
販
路
拡
大
へ
の
取
り
組
み
や
情
報
の

収
集
・
発
信
な
ど
の
支
援
を
求
め
る
組
合
・
グ
ル 

ー
プ
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
表
⑭
）。

※�

図
表
⑬
、⑭
の
項
目
に
つ
い
て
は
、図
表
⑫
の
項
目
で「
連
携
し
て
い
る（
か

つ
て
連
携
し
て
い
た
）、連
携
を
予
定
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
組
合
・
グ

ル
ー
プ
の
デ
ー
タ
を
抽
出
し
た（
回
答
数
一
一
二
件
）

④
今
後
の
組
合
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
方
向
性

組
合
・
グ
ル
ー
プ
の
今
後
の
事
業
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
「
同
レ
ベ
ル
で
維
持
し
て
い
く
」
と
の

回
答
が
五
六.

四
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
事

業
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
」
の
二
八.

六
％
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、「
事
業
を
縮
小
さ
せ
て
い
く
」

と
回
答
し
た
組
合
・
グ
ル
ー
プ
は
三.

六
％
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
表
⑮
）。

図表⑫ 外部機関との連携　回答数220

図表⑮ 今後の方向性　回答数220

現在外部機関と連携している
（かつて連携していたも含む）、
または今後連携を予定している
45.9%

外部機関と
連携はしていない

49.1%

現在外部機関と連携している
（かつて連携していたも含む）、
または今後連携を予定している
45.9%

外部機関と
連携はしていない

49.1%

無回答
5.0%

無回答
10.0%

同レベルで
維持していく

56.4%

無回答
10.0%

事業を継続しない
1.4%

事業を縮小させていく
3.6%

事業を
拡大させていく

28.6%

同レベルで
維持していく

56.4%

図表⑬ 連携している外部機関の種類　回答数112（複数回答）
0.0

0.0
48.2

18.8

48.2
44.6

29.5
20.5

18.8
15.2
15.2

10.7
1.8

販路の開拓
効果的な広告・宣伝の方法

運転・設備資金などの資金面の援助
技術交流会や勉強会の実施
製造・生産のための技術支援

専門家の紹介や派遣
成功事例の紹介

展示会・ビジネスマッチング
その他

10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

47.3
38.4

24.1

3.6

47.3
38.4

25.9
24.1

16.1
3.6

9.8

中央会、産業創造機構、会議所、
商工会等の支援機関
他の協同組合や団体
同業者以外の企業

同業者
大学や専門学校
民間研究機関

その他

5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0（％）

60.0（％）

図表⑭ 支援機関に期待すること　回答数112（複数回答）
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Ⅱ.��

地
域
経
済
活
性
化
へ
の
方
向
性

（
1
）地
域
資
源
を
活
用
し
た
組
合・

グ
ル
ー
プ
の
現
状
と
課
題

①
組
合
・
グ
ル
ー
プ
の
事
業
環
境

静
岡
県
内
に
お
い
て
地
域
資
源
を
活
用
し
加

工
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
組
合
・
グ
ル
ー
プ
の
事

業
運
営
・
経
営
に
つ
い
て
は
、平
成
二
○
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
不
況
の
あ

お
り
を
受
け
、
五
年
前
と
の
売
上
高
は
、「
か
な

り
減
少
（
下
降
）」、「
や
や
減
少
（
下
降
）」
と
回

答
が
全
体
の
五
割
を
超
え
て
い
る
（
三
ペ
ー
ジ 

図 

表
④
参
照
）。
こ
う
し
た
環
境
下
で
も
、
今
後
に

つ
い
て
は
「
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
」、「
同
レ

ベ
ル
で
維
持
し
て
い
く
」
を
合
算
す
る
と
八
割
以

上
に
も
な
る
（
五
ペ
ー
ジ 

図
表
⑮
参
照
）。

し
か
し
、
現
状
は
、
身
近
に
地
域
資
源
が
あ
り
、

商
品
開
発
を
行
っ
て
も
販
売
先
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
・
継
続

し
た
販
売
先
の
確
保
が
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
と
し
て
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
独
自
製
品

を
宣
伝
す
る
た
め
、
催
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
出

店
す
る
こ
と
で
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
て
い
る
組

合
・
グ
ル
ー
プ
が
多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
支
援
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
で
は
、「
販

路
開
拓
」、「
効
果
的
な
広
告
・
宣
伝
の
方
法
」
が

上
位
回
答
で
あ
り
、
売
上
拡
大
に
向
け
た
工
夫
に

つ
い
て
「
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
品
・
出
店
」

な
ど
が
多
数
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
販
路
拡

大
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

組
合
・
グ
ル
ー
プ
は
中
小
企
業
の
集
合
体
で
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
地
域
文
化
の
伝
承
な

ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
地
域
資
源
を
活
用
し
て
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
中
小
企
業
単

独
で
は
資
金
面
や
人
材
面
な
ど
に
よ
り
制
限
さ
れ

て
し
ま
う
が
、
組
合
・
グ
ル
ー
プ
の
組
織
力
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
地
域
資
源
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
は
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
地
域
資
源
の
知
名
度
向
上
に
は

「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
が
必
要

地
域
資
源
の
認
知
度
向
上
を
図
る
一
つ
の
方
法

に
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
と
し
て

は
九
ペ
ー
ジ
の
事
例
に
あ
る
宇
和
島
蒲
鉾
協
同
組

合
の
「
宇
和
島
じ
ゃ
こ
天
」、
県
内
で
は
静
岡
漆

器
工
業
協
同
組
合
の
「
駿
河
漆
器
」、
遠
州
灘
ふ

ぐ
調
理
加
工
協
同
組
合「
遠
州
灘
天
然
と
ら
ふ
ぐ
」

の
よ
う
に
”地
域
団
体
商
標
“
の
取
得
も
重
要
で

あ
る
。

地
域
団
体
商
標
の
取
得
を
知
名
度
向
上
や
他
地

域
の
類
似
商
品
と
の
差
別
化
、
産
業
競
争
力
の
強

化
に
つ
な
げ
て
い
る
組
合
は
多
い
。
地
域
団
体
商

標
以
外
に
も
、
神
奈
川
県
の
三
崎
朝
市
協
同
組
合

が
手
掛
け
た
共
同
開
発
商
品
は「
三
浦
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
を
受
け
て
お
り
、
静
岡
市
の
こ
だ
わ

り
の
味
協
同
組
合
の
商
品
は
「
自
然
の
味
そ
の
ま

ん
ま
」、「
自
然
の
恵
そ
の
ま
ん
ま
」
が
独
自
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
組
合
、
グ
ル
ー
プ
の
独
自
製
品

を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
、
法
的
権
利
に
よ
り

地
域
資
源
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
認

知
度
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
大
き
な
ツ
ー

ル
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

☆
「
地
域
団
体
商
標
制
度
」
と
は

近
年
、特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
特
産
品
等
を
他
地
域
の
も
の
と
差
別
化
を

図
る
た
め
、
地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な
る
商
標
等

で
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
が
各
地
で
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
商
標
法
で
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な
る
商
標
は
、
商
標

と
し
て
の
識
別
力
を
有
し
な
い
、
特
定
の
者
の
独

占
に
な
じ
ま
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
一
部
の

場
合
を
除
き
、
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な
る
商
標

の
登
録
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
を
目
的
と

し
た
「
商
標
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
平

成
一
八
年
に
施
行
さ
れ
て
”地
域
団
体
商
標
制 

度
“
が
ス
タ
ー
ト
。
昨
年
六
月
末
ま
で
に
、
全
国

で
九
九
二
件
の
出
願
が
行
わ
れ
、
四
七
八
件
が
登

録
査
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
団
体
商
標
と
は
、
地
域
の
名
称
及
び

商
品
（
役
務
）
の
名
称
な
ど
か
ら
な
る
商
標
に
つ

い
て
、一
定
の
範
囲
で
周
知
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

事
業
協
同
組
合
な
ど
の
団
体
に
よ
る
地
域
団
体
商

標
の
登
録
を
認
め
る
制
度
で
あ
る
。

地
域
団
体
商
標
＝「
地
域
名 

＋ 

商
品（
サ
ー
ビ
ス
）名
」

  　
　

例　
　

 

＝  

遠
州
灘 

＋ 

天
然
と
ら
ふ
ぐ
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域内経済の実態と課題、連携の模索について

③
地
域
資
源
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

組
合
や
グ
ル
ー
プ
が
、
地
域
資
源
を
活
用
し
て

地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

で
活
性
化
が
図
ら
れ
る
。
そ
の
効
果
・
メ
リ
ッ
ト

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1.�
地
元
の
特
産
品
・
農
林
水
産
品
・
工
芸
品
な
ど

の
独
自
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

産
業
が
活
性
化
さ
れ
る
。

2.�

地
域
の
産
業
が
発
展
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
が
向
上
す
る
。

3.�

地
元
の
み
で
生
産
・
使
用
さ
れ
て
い
た
（
認
知

度
が
低
い
）
資
源
を
、
有
効
に
活
用
で
き
る
。

4.

地
域
の
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
。

5.

地
域
で
新
た
な
雇
用
の
場
が
創
出
さ
れ
る
。

④
地
域
資
源
活
用
に
は

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要

資
金
や
人
材
、
設
備
な
ど
経
営
資
源
に
限
り
が

あ
る
組
合
・
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
地
域
資
源
を

全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
。
調
査
結
果
で
も
、
現
在
の
運
営
・
経

営
上
の
課
題
に
つ
い
て
「
資
金
不
足
」、「
従
業
員

の
高
齢
化
」、「
人
材
不
足
」
な
ど
が
三
割
を
超
え

て
い
る
（
三
ペ
ー
ジ 

図
表
⑦
参
照
）。
ま
た
、
地

域
資
源
活
用
の
課
題
と
し
て
「
販
売
促
進
活
動
が

不
十
分
」、「
商
品
の
大
量
生
産
が
難
し
い
」、「
売

上
が
伸
び
な
い
」
な
ど
が
上
位
回
答
と
な
っ
て
い

る
（
四
ペ
ー
ジ 

図
表
⑪
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、

組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
単
独
の
経
営
資
源
に
お
い
て
、

上
記
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

静
岡
漆
器
工
業
協
同
組
合
で
は
、
酒
造
組
合
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
新
商
品
と
し
て

酒
盃
の
開
発
に
成
功
。
そ
の
酒
盃
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
認
知
度

が
高
ま
り
、現
在
で
は
当
組
合
の
主
力
商
品
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
例
か
ら
見
て
も
、
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
地

域
資
源
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政

や
他
の
組
合
・
グ
ル
ー
プ
と
連
携
す
る
こ
と
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
互
い
に
補
完
し
合
っ
て
地�

域
資
源
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
。

⑤
支
援
機
関
と
の
連
携
及
び
活
用
状
況
に
つ
い
て

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
他
団
体
な
ど
と
の
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行

う
に
あ
た
り
、
外
部
機
関
と
「
連
携
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
「
連
携
し
て
い

な
い
」を
下
回
っ
た（
五
ペ
ー
ジ 

図
表
⑫
）。
ま
た
、

連
携
し
て
い
る
外
部
機
関
は
支
援
機
関
と
の
回
答

が
五
割
近
く
あ
っ
た
（
五
ペ
ー
ジ 

図
表
⑬
）。

タ
オ
ル
製
造
業
者
で
組
織
す
る
愛
媛
県
今
治
市

の
協
同
組
合
菱
花
で
は
、
組
合
設
立
に
関
す
る
申

請
書
の
作
成
や
補
助
金
申
請
に
か
か
る
事
務
手
続

き
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
書
類
作
成
に
か
か

る
手
間
や
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
た
。
ま
た
、

愛
媛
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
支
援
を
受
け
、

新
連
携
制
度
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
新
た

な
販
路
開
拓
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
九
ペ
ー
ジ
の
事
例
に
あ
る
伊
豆
市
の
企

業
組
合
竹
の
子
か
あ
さ
ん
で
は
、
静
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
の
助
成
事
業
を
活
用
し
、
補
助
金

や
店
舗
改
装
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
中
央
会

担
当
者
や
専
門
家
か
ら
商
品
の
陳
列
方
法
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
支
援
を
受
け
た
こ
と
で
、
運
営
す
る

店
舗
の
来
店
客
数
が
倍
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
営
資
源
に
限
り
が
あ
る
組
合
・

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
支
援
機
関
と
の
連
携
が

欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
支
援
機
関
と
連
携
し
て
い

な
い
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
五
割
近
く
い
る
こ
と
か

ら
、
支
援
機
関
も
制
度
の
活
用
に
関
す
る
情
報
の

提
供
や
意
欲
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

（
2
）地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
対
す
る

中
央
会
の
役
割

地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
組
合
・
グ
ル
ー

プ
に
と
っ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
よ
り
活

発
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
調
査
結
果
を
考
慮
す
る

と
、
新
商
品
の
開
発
と
販
路
開
拓
に
お
け
る
支
援

の
強
化
が
特
に
必
要
で
あ
る
。

①
新
商
品
開
発
へ
の
支
援

・
新
た
な
地
域
資
源
の
発
掘

調
査
の
回
答
で
は
、
組
合
・
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
独
自
の
技
術
や
製
品
な
ど
を
「
持
っ
て
い
な
い
」

が
四
七.

三
％
（
三
ペ
ー
ジ 

図
表
⑥
参
照
）
と
な
る

な
ど
、
地
域
に
眠
っ
て
い
る
地
域
資
源
の
発
掘
が

必
要
と
思
わ
れ
る
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
少
な
く
な

い
。
地
域
に
昔
か
ら
根
付
い
て
い
る
資
源
に
つ
い

て
は
、
地
域
だ
け
で
は
気
付
か
な
い
も
の
が
多
く

存
在
す
る
。
新
た
な
地
域
資
源
の
発
掘
に
は
、
中
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央
会
が
行
政
や
他
の
支
援
機
関
と
協
力
し
な
が
ら

地
域
外
か
ら
の
目
線
で
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

・
地
域
資
源
に
付
加
価
値
を
加
え
た
商
品
開
発

新
商
品
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
一
次
産
品
の
よ

う
に
加
工
す
る
こ
と
な
く
地
域
資
源
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
商
品
で
あ
っ
て
も
、
加
工
を
加
え
た

り
、
他
の
資
源
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

な
ど
、
視
点
を
変
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
中
央
会
が
様
々
な
組
合
・
グ
ル
ー

プ
の
活
動
内
容
や
成
功
事
例
な
ど
の
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
や
農
商
工
連
携
を

提
案
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

②
販
路
開
拓
へ
の
支
援

・
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
支
援

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
支
援
機
関
に
期
待
す

る
こ
と
と
し
て
「
販
路
開
拓
」
が
四
八.

二
％
と
最

も
高
く
な
っ
て
い
る
（
五
ペ
ー
ジ 

図
表
⑭
参
照
）。

独
自
の
製
品
や
技
術
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
知
名

度
が
低
い
も
の
は
数
多
く
あ
る
。
そ
れ
ら
を
広
め

て
い
く
に
は
、
展
示
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
、
単
独
で
の
開
催
は
困
難

な
こ
と
も
多
く
、
支
援
機
関
や
行
政
な
ど
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
、
独
自
製
品
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
異
業
種
と
の
交
流
や
新
規
取
引
先
の

開
拓
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
展
示
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
開

催
に
関
す
る
情
報
を
中
央
会
が
提
供
す
る
。

・
組
合
・
グ
ル
ー
プ
間
に
お
け
る
連
携
の
促
進

中
央
会
は
今
後
も
、
組
合
・
グ
ル
ー
プ
間
の
連

携
を
推
進
し
て
い
く
。
様
々
な
組
合
・
グ
ル
ー
プ

と
の
技
術
交
流
会
や
勉
強
会
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、

横
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
互
い
の
持
つ
製
品
や
技

術
を
紹
介
し
、
連
携
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を
高
め
、組
合
・
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
な
く
、

構
成
員
に
ま
で
波
及
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

地
域
資
源
活
用
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
不
可

欠
で
あ
り
、
組
織
の
設
立
か
ら
成
長
、
安
定
な
ど

段
階
に
合
わ
せ
た
支
援
が
重
要
と
な
る
。

き
め
細
や
か
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
関
係
作
り
に
よ

り
、
組
合
・
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
個
別
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

静岡県中小企業団体中央会

支援

異分野組織・
企業

支援

地域
資源

組合・
グループ

新商品開発販路開拓ブランド化

地域
資源

地域
資源

地域
資源

地　域
連携連携 連携連携

新商品開発販路開拓ブランド化

中央会による、地域活性化のための支援ネットワークモデル
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企業組合竹の子かあさん

地域資源等を活用した域内経済活性化の先進事例

宇和島蒲鉾協同組合

■地元の農産物と手作りの加工品が大人気
・組合では、グループ創設時より取り扱っている「竹の子かあさ
んの贈り物」の販売を、現在でも年２回（夏・冬）行っている。内容
は、毎年少しずつ変わるものの、基本的には地元天城で収穫され
た農産物や、その加工品が中心である。素朴な食材ではあるが、
地元農家により作られた安心・安全なものであり、近年の健康
ブームも追い風となって、注目を集めている。
・当組合が運営する「竹の子かあさんの店」における１番の売上
と人気を誇る商品は、しいたけコロッケ（120円）である。特徴は、
天城原産の乾燥しいたけを細かく刻んで甘辛く煮込み、そのだ
し汁や戻し汁などを使用した、しいたけの旨みが存分に含まれ
た商品である。他にも、しいたけの粉を混ぜて作ったしいたけク
ラッカーやしいたけかりんとう、地元の特産品であるわさびを
使用したわさび漬やわさび味噌など、数多くの商品を取り揃え、
手軽な値段で購入できるのも当店の特徴である。

■店舗の改装で来店客が倍増
・店舗運営を始めてから、顧客よりさまざまなアドバイスをい
ただくようになった。そのなかには「駐車場から見ても、何を
売っている店か分からない」、「どこに何がおいてあるのかわか
りにくい」、「店内が暗い」といった声が寄せられた。そこで、中央

会の助成事業を利用して店舗を改装。
・のぼりやポスターの設置をはじめ、商品の陳列方法の改善、人
気商品を描いた大きな案内看板を掲げた。その結果、多くの団体
ツアー客が立ち寄るようになり、来店客が倍増するなど、大きな
効果をもたらした。

■新商品の開発に取り組む
・現在、わさびみそを使用したソフトクリームや鹿肉を用いた
加工品などの新商品の開発に取り組んでいる。また、地元農家と
協力し、プチベールやチョロギ、スティックセニョールなど特別
な野菜を活用した商品についても研究中である。

当初は、伊豆市天城地区の農家の主婦により、四季折々の地元特産物の詰め合わせの全国発送を展開。その後、
道の駅「天城越え」内での店舗運営に際して法人化。特産品の販売を行っている。

■地域団体商標の登録で高付加価値化と競争力を強化する
・「宇和島じゃこ天」は、大量生産された製品との差別化により、
味や品質の良さから知名度が向上。一方で同様の名称を名乗る
粗悪品が出回るようになり、その対応に苦慮していた。そのよう
な中、平成18年の地域団体商標制度発足を機に、地域ブランドア
ドバイザーの支援のもと、平成19年に「宇和島じゃこ天」を地域
団体商標として商標登録することに成功した。これにより、粗悪
品を排除するとともに、地域ブランドを活用した地場産業の高
付加価値化と競争力強化に取り組むことが可能となった。
・また、商標登録に伴い「じゃこ天」のブランド化を目指し、 
ステッカーの作成をはじめ、「うまいぞ 宇和島じゃこ天」のシー
ルを地元行政や企業の名刺等に貼ってもらうなど、愛媛県内で
積極的な宣伝活動を行った。また、宇和島駅前には「ようこ 
そ じゃこ天の街へ」という看板を作成したり、宇和島じゃこ天
の歌を作曲し、愛媛県内の地方放送局などのメディア関係や県
庁、市役所などの休憩時間に流すなど、地元での認知度向上を
図っている。

■独自のガイドラインにより差別化を展開
・愛媛県内の他地域でもじゃこ天を作る業者がおり、差別化を図
るため、組合では火を通してではなく、生で食べておいしいと感

じられるじゃこ天を作っている。使用する材料の配合や味付けは
組合員が独自に行っており、それぞれが得意先を確保している。
・但し、組合で「宇和島じゃこ天」と名乗れる商品は、「宇和海で
獲れる小魚を主原料とし、宇和島ですり身を作り、最後まで宇和
島で仕上げたものを宇和島じゃこ天とする」というガイドライ
ンを設け、差別化を図っている。

■全国で通用する地域ブランドを目指す
・「宇和島じゃこ天」のより一層の知名度、特に全国区で通用す
る地域ブランドを目指して、首都圏、関西圏などの大消費地での
知名度向上に向けた取り組みを行っていく。

古くから豊かな漁場として知られる宇和海に面した愛媛県宇和島市において、組合員が昔ながらの製法を受け継ぎ、
伝統の味を守り続けることで、「宇和島じゃこ天」のさらなる普及と知名度アップに向けた取り組みを展開している。

▲多くの観光客が立ち寄る「竹の子かあさんの店」

▲“生で食べておいしい”ことが特徴の「宇和島じゃこ天」
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静岡労働局からのお知らせ
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インタビューインタビューインタビュー 職場のトラブルでお困りの皆さまへ（総合労働相談コーナー）
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駿
東
郡
清
水
町
の
清
流
・
柿
田
川
近
く

に
、
平
成
一
六
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

”ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
“
。
バ
ラ
園
を

核
と
し
て
五
店
舗
が
集
積
す
る
郊
外
型
モ
ー

ル
で
あ
る
。

自
然
・
共
生
・
健
康
・
手
作
り
・
文
化

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
各
店
舗
が
こ
だ
わ
り

を
持
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
今

年
二
月
、
共
同
で
新
し
い
事
業
分
野
に
挑

戦
す
る
た
め
、
企
業
組
合
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

「
長
年
に
わ
た
る
活
動
を
踏
ま
え
て
、
メ

ン
バ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
さ
せ
た
商
品

の
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
展
開
し
よ

う
と
の
結
論
に
達
し
、
法
人
化
に
踏
み
切

り
ま
し
た
」。

持
ち
前
の
行
動
力
と
統
率
力
で
組
織
を

束
ね
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
は
振
り
返
る
。

組
合
設
立
直
後
、
フ
ル
ー
ツ
や
た
ま
ね

ぎ
と
い
っ
た
地
元
の
特
産
品
を
材
料
に
、

柿
田
川
の
名
水
で
煮
込
ん
だ
”柿
田
川
湧

水
カ
レ
ー
“
を
完
成
。
組
合
敷
地
内
で
の

店
舗
販
売
を
は
じ
め
、
近
隣
各
地
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
移
動
販
売
を
展

開
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
組
合
が
町
お
こ
し
を
担
う

役
目
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
湧
水
カ
レ
ー
は
そ
の
第
一
弾
。
三

島
市
の
中
心
街
へ
の
出
店
も
検
討
中
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

将
来
的
に
は
授
産
施
設
な
ど
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
知
的
障
害
者
の
方
々
と
一
緒

に
根
菜
類
を
栽
培
、
材
料
と
し
た
カ
レ
ー

を
販
売
す
る
こ
と
で
、
就
労
の
場
と
な
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

「
組
合
員
が
取
り
扱
う
緑
、
バ
ラ
、
食
、

ペ
ッ
ト
を
活
用
し
た
”癒
し
の
エ
リ
ア
“

が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
で
す
。
今
回

の
法
人
化
に
よ
り
、
長
年
温
め
て
き
た
構

想
を
よ
う
や
く
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
と
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

今
後
は
組
合
の
施
設
を
活
用
し
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
四
季
折
々

の
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を
は
じ

め
、
地
元
の
農
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
収

穫
祭
の
開
催
も
計
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
体
験
型
観
光
事
業
と
し
て
、

会
員
制
に
よ
る
農
作
業
体
験
を
年
間
通
し

て
実
施
。
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
考
え
だ
。

「
自
分
が
企
画
し
た
こ
と
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
楽
し
み
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
人

一
倍
旺
盛
で
す
」。

昭
和
五
三
年
、
父
親
か
ら
受
け
継
い
だ

農
地
に
バ
ラ
園
を
開
設
し
た
。

「
大
学
の
農
学
部
に
進
み
、
卒
論
で
バ
ラ

を
研
究
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
も
と

も
と
バ
ラ
を
育
て
る
こ
と
は
好
き
で
し
た
。

そ
れ
を
仕
事
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

大
変
幸
せ
に
感
じ
ま
す
」。

大
学
時
代
、
応
援
団
に
所
属
。
現
在
、

清
水
町
観
光
協
会
長
も
務
め
る
。

「
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
応
援
団
と
し

て
、
町
お
こ
し
に
奮
闘
の
毎
日
で
す
」。

企業組合柿田川ナチュラル・ビレッジ
杉山博一 理事長

ノウハウを集約し
“癒しのエリア”を形成
地域の応援団として
町おこしに奮闘する

組合活性化情報

地域の応援団として
町おこしに奮闘する

“癒しのエリア”を形成
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組合の動き

静
岡
市
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
（
竹

内
輝
理
事
長
）
で
は
、
夏
の
繁
忙
期
を

前
に
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
組
合

員
を
対
象
と
し
た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
静

岡
市
の
静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。

は
じ
め
に
同
セ
ン
タ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
片
井
賢
一
氏
を
講
師
に
、
発

災
時
宿
泊
施
設
に
お
け
る
防
災
対
策
に

つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
記
録
映
像

を
交
え
て
研
修
。
参
加
者
は
各
自
持
参

し
た
施
設
の
平
面
図
で
注
意
箇
所
を
確

認
し
た
。

片
井
氏
は
、

「
宿
泊
客
の
安
全
を
図
る
に
は
常
に

最
悪
の
状
況
を
想
定
し
、
施
設
内
の
防

災
対
策
を
と
る
こ
と
が
大
切
」
と
強
調

し
た
。

こ
の
あ
と
参
加
者
は
、
所
在
地
別
に

海
岸
近
く
、
市
街
地
、
山
間
部
の
三
班

に
分
か
れ
、
地
図
を
囲
み
手
作
業
で
災

害
時
の
対
応
策
を
考
え
て
い
く
災
害
図

上
訓
練
（
D
I
G
）
を
行
い
、
避
難
経

路
な
ど
を
確
認
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は

「
実
際
に
図
上
で
作
業
し
て
み
る
こ

と
で
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
目
を
配
る

必
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た
」
と
感
想

を
話
し
た
。

竹
内
理
事
長
は
、

「
三
年
前
の
静
岡
沖
地
震
も
こ
の
時

期
に
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
図
上
訓
練
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
た
。
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
は
変
化

し
て
い
く
の
で
、
こ
う
し
た
訓
練
を
今

後
も
継
続
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

な
お
組
合
で
は
災
害
発
生
時
に
お
け

る
支
援
策
等
に
つ
い
て
、
静
岡
市
と
協

議
し
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

「
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
予
想

を
超
え
る
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

い
た
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
効
果
に

よ
る
お
茶
と
健
康
の
関
わ
り
が
見
直
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
茶
畑
や
製
茶
工

場
と
い
っ
た
地
域
資
源
の
活
用
も
好
評

で
、
掛
川
茶
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と
効
果

を
語
っ
た
。

組
合
で
は
、
一
一
月
に
行
わ
れ
る

” 

全
国
お
茶
ま
つ
り
静
岡
大
会
I
N
掛

川
“
に
合
わ
せ
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

掛
川
市
内
の
製
茶
業
者
ら
で
組
織
す

る
掛
川
茶
商
協
同
組
合
（
中
根
福
次
理

事
長
）
に
よ
る
”掛
川
茶
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
“
が
好
評
を
得
て
い
る
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
に
名
高
い
掛
川

茶
の
産
地
を
多
く
の
方
に
歩
い
て
知
っ

て
も
ら
お
う
と
開
催
し
て
い
る
も
の
。

こ
の
春
の
大
会
に
は
掛
川
市
内
を
は

じ
め
、
県
下
各
地
か
ら
、
親
子
連
れ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好
者
な
ど
一
四
○
人

余
り
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
掛
川
城
近
く
の
掛
川
観

光
物
産
セ
ン
タ
ー
”こ
だ
わ
り
っ
ぱ
“

を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、
掛
川
市
北
部
の

茶
畑
や
製
茶
工
場
を
巡
り
、
再
び
こ
だ

わ
り
っ
ぱ
に
戻
る
約
一
五
k
m
の
コ
ー

ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
踏
破
。
目

の
前
に
広
が
る
自
然
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。

ま
た
組
合
で
は
途
中
の
製
茶
工
場
に

お
休
み
処
を
設
置
。
参
加
者
に
煎
茶

が
作
ら
れ
る
様
子
を
披
露
す
る
と
と
も

に
、
組
合
員
が
掛
川
茶
を
振
る
舞
う
な

ど
、
多
く
の
参
加
者
が
茶
文
化
の
一
端

を
堪
能
し
た
。

中
根
理
事
長
は
、

▼図上での訓練により発災時の対応策を話し合った

掛
川
茶
の
魅
力
を
再
発
見 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

掛
川
茶
商
協
同
組
合

災
害
図
上
訓
練
で
防
災
意
識
を
高
め
る

静
岡
市
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合

▲多くの方が茶どころの風景を楽しんだウォーキング大会
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今
年
七
月
に
初
の
公
募
で
民
間
か
ら

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構（
中
小
機
構
）

の
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た
高
田
坦ひ

ろ
し史
理
事

長
が
八
月
一
日
に
来
静
。本
会
を
訪
れ
、

佐
野
光
治
会
長
、
山
内
致
雄
副
会
長
ら

幹
部
と
懇
談
し
た
。

席
上
本
会
か
ら
、
県
下
中
小
企
業
の

景
況
を
は
じ
め
、
県
内
に
お
け
る
高
度

化
事
業
を
活
用
し
た
集
団
化
事
例
や
組

合
の
共
同
施
設
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

そ
の
中
で
佐
野
会
長
は

「
国
内
市
場
の
縮
小
が
予
想
さ
れ
る

な
か
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
海
外
へ

の
展
開
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
し
か

し
、
人
材
面
、
資
金
面
な
ど
様
々
な
要

因
か
ら
対
応
を
躊
躇
し
て
い
る
企
業
も

あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
含
め
て
、
中
小

企
業
施
策
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
お
願
い

し
た
い
」
と
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
高
田
理
事
長
は
、

「
中
小
企
業
が
元
気
に
な
る
に
は
、

海
外
に
市
場
を
求
め
て
い
く
こ
と
。
中

「
夏
休
み
の
親
子
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
、
毎
年
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
子
ど
も
も
多
い
。
木
に
親
し

小
企
業
の
海
外
展
開
に
対
し
て
も
、
中

小
機
構
と
し
て
よ
り
一
層
の
支
援
を
図

り
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

高
田
理
事
長
は
静
岡
市
出
身
の
六
五

歳
。
神
戸
大
学
卒
業
後
、
昭
和
四
四
年

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
入
社
。
同
社
宣
伝
部

長
、
専
務
取
締
役
な
ど
を
経
て
平
成

二
一
年
か
ら
は
ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー
セ
ー
ル

ス
&
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
長
を
務
め
た
。

み
、
職
人
の
技
を
知
っ
て
も
ら
う
重
要

な
場
と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

静
岡
大
工
建
築
業
協
同
組
合
（
長
田

喜
一
理
事
長
）
が
主
催
す
る
”
静
岡

大
工
祭
り
・
第
一
四
回
親
子
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
“
が
八
月
五
日
、
静

岡
市
葵
区
の
青
葉
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行

わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
六
五
〇
人
で

賑
わ
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、静
岡
市
の
大
工
・

建
築
業
者
で
組
織
す
る
同
組
合
が
、
大

工
技
能
を
広
く
一
般
に
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
木
の
優
れ
た
点
や
森
林
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
木
造
住
宅
の
振

興
・
発
展
を
図
ろ
う
と
、
平
成
一
一
年

に
始
め
た
も
の
で
、
子
ど
も
の
夏
休
み

に
あ
わ
せ
毎
年
開
催
。

当
日
は
、
大
工
職
人
の
指
導
を
受
け

て
小
型
椅
子
や
木
製
の
パ
ズ
ル
を
親
子

で
つ
く
る
木
工
教
室
や
木
造
住
宅
の
建

前
（
上
棟
式
）
の
実
演
、
さ
ら
に
左
官

や
建
具
、
板
金
、
畳
な
ど
家
づ
く
り
に

携
る
幅
広
い
業
種
の
職
人
ら
に
よ
る
実

演
や
体
験
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通

じ
、来
場
者
は
”匠
の
技
“
に
触
れ
た
。

組
合
で
は
、

中
小
機
構
高
田
理
事
長
が
来
会

本
会
役
員
と
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て
懇
談

静
岡
県
中
央
会

木
を
知
り
、匠
の
技
に
触
れ
る 

静
岡
大
工
祭
り
開
催

静
岡
大
工
建
築
業
協
同
組
合

▲中小企業支援への意欲を語る高田理事長　

▲静岡市産の木材を用いて上棟式を準備した（写真上）
　真剣な手つきで木工工作にチャレンジ（写真下）
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◇労働問題の相談は、最寄りの県民生活センターへ

　静岡県では、県民生活センター等の県下４か所に労働相談窓口を設け、労働に関する問題について労使双方
から幅広く相談に応じています（面接・電話・電子メール）。

相談窓口 住　　　　　　所 受付時間等

賀茂県民
相談室

〒415-0016
下田市中531-1　下田総合庁舎2階 ・窓口受付時間／

　9：00〜12：00及び
13：00〜16：00

・土、日、国民の祝日等休日、
　年末年始（12月29日〜
　1月3日）はお休みです。

東部県民
生活センター

〒410-0801
沼津市大手町1-1-3　沼津商連会館ビル2階

中部県民
生活センター

〒422-8067
静岡市駿河区南町14-1　水の森ビル3階

西部県民
生活センター

〒430-0933
浜松市中区鍛冶町100-1　ザザシティ浜松中央館5階

☆相談内容
労働条件に関すること 解雇、賃金不払、退職金、労働時間など
雇用に関すること 定年制、退職強要、配置転換など
勤労者福祉に関すること 労働保険、退職金共済制度、福利厚生など
労働組合に関すること 労働組合の結成、活動、労働協約、不当労働行為など
その他 職業能力開発、職場の人間関係など

☆面接相談
　県内４ヵ所の相談窓口で、社会保険労務士の資格を持った専門の労働相談員等が相談に応じます。（賀茂
県民相談室は担当職員が相談に応じます。）
　相談を円滑に行うため、相談に関係する書類があればお持ちください。

☆電話相談
　電話による相談は、通話料着信者払いサービスのフリーアクセス　
　　　0120-9-39610（サンキューロードー）をご利用ください。
　東部、中部、西部のうち最寄りのセンターにて電話を受け付けます。
　なお、携帯電話、IP電話等からはフリーアクセスの電話が利用できませんので、
　（賀茂）0558-24-2206、（東部）055-951-9144、（中部）054-286-3208、（西部）053-452-0144のいずれか
　最寄りのセンターまでおかけください。

☆そ の 他
　弁護士労働相談、メール労働相談、個別的労使紛争のあっせんも行っております。お気軽に御連絡ください。
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（平成24年7月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

● 製造業
・	７月中旬まで中元需要で動いていた。（食料品）
・	�状況変わらず。製品単価は若干の値上げはあるものの魚価
を考えるとまだまだ。（食料品）

・	�厳しい状況が続く。１日の操業のやり繰りに支障が出てき
ている。来月も厳しい状況を予想。（繊維工業）

・	�７月の景況は、例年になく売上の落込み有り。しかし年末
商戦を考慮すると製品化して積み増ししておかなければな
らず苦しい局面である。（木材・木製品）

・	�再生紙メーカーは電気料・燃料費のコスト増もあり、値上
げ交渉をしているが目標価格まで届かず足踏み状況となっ
ている。しかし一方で原料となる古紙が値下げになる見込
み。（紙・紙加工品）

・	�車の海外での現地生産拡大を受け受注は堅調推移するも、
円高等各種要因により採算は厳しさを増している。また、
納入場所が海外各所に分散するため、人繰りに苦慮、人材
不足が課題になっている。（一般機器）

・	�梅雨明け以降、猛暑の影響でエアコンの販売において、７
月後半は増加したが、７月中旬までは比較的凌ぎやすい夏
であったため、７月トータルとしては昨年並みにとどまっ
た。（一般機器）

・	�相変わらず円高が続き輸出業は、厳しい時代が続いている。
自動車業界においても「エコカー補助金」が終了となり、

今後の業況の先行きが懸念される。（輸送用機器）
・	�相変わらず低迷している。前月と同じ傾向が続いている。
（漆器製造業）

● 非製造業
・	�公共工事関係は前年実績を下回り、民間工事関係も低調に
推移。７月出荷は前年実績を下回った。 （セメント卸売業）

・	�猛暑により、白物商品の動きが活発。特にエアコンが７月
中旬から急激に増加。買い替え需要が多い。節電で注目を
集めている太陽光発電が好調。（機械器具小売業）

・	�商店街恒例の七夕夜市が開催され、目玉の福引に客が大勢
集まった。（各種商品小売業）

・	�天候の関係もあるが、アパレル業界・飲食店が苦戦中。また、
以前と比較し商圏も狭くなっている。（各種商品小売業）

・	不動産業界を去る者が目立つ。（不動産取引業）
・	�組合受注における７月のイベントとして沼津魚祭り・花火
大会が予定通り開催され警備も無事終了した。（警備業）

・	�建設工事の発注状況は、官・民とも昨年並みで推移。（総
合工事業）

・	�梅雨明け後は、夏物商品を中心に若干荷動きが改善してい
るが、全体的には忙しくない。（運輸業）

・	�毎年７月後半に各製紙会社の排水路点検により、輸送量が
減少することが多かったが、本年はそうではなかった。（運
輸業）

業界の声 対象17業種より抜粋

“組合　絆　ルネサンス”
〜連携による新たな組合活動の開拓〜

ー国際協同組合年　第58回中小企業団体静岡県大会ー

開  催  日	 平成24年10月11日（木）　13時30分開会
会        場	 しずぎんホール 「ユーフォニア」
	 静岡市葵区追手町1-13　アゴラ静岡8階（静岡銀行 呉服町支店ビル）　TEL.054-250-8777
参  加  費	 3,000円（資料代等を含みます）
プログラム	 表彰式典
  静岡県の産業振興に尽くされた方々並びに組合の多大な功績を称えます。
  静岡県知事表彰・褒賞、静岡県中小企業団体中央会会長表彰
 中小企業団体静岡県大会
  【パネルディスカッション】
		  「連携による新たな組合活動の開拓」
  　パネラー：本場さぬきうどん協同組合（香川県） 代表理事　大峯　茂樹 氏
  　　　　　　東海事業協同組合（浜松市） 代表理事　増田　弘憲 氏
  　　　　　　福井県中小企業団体青年中央会 直前会長　寺本　光宏 氏
  　コーディネーター：全国中小企業団体中央会 専務理事　眞鍋　　隆 氏
  　　　　　　　　　　静岡県中小企業団体中央会 専務理事　村田　雄示
  【大会決議】
【主催】静岡県中小企業団体中央会　　【後援】静岡県／静岡県市長会／静岡県町村会
【協賛】静岡県中小企業団体職員協会／静岡県中小企業組合士会／静岡県青年中央会／静岡県中小企業団体レディース中央会
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○ ７月の前年同月比のDI値は、「売上高」「販売価格」「取引条件」「収益状況」「資金繰り」「雇用人員」「業
界の景況」の７項目において改善した。
○ 製造業では、前月との比較で「売上高」「販売価格」「取引条件」「収益状況」「業界の景況」の５項目にお
いて改善した。
○非製造業では、前月との比較で８項目全てにおいて改善した。

売上高－23.0 （６月－49.4）、収益状況－23.0（同－54.0）、業界の景況－26.5（同－59.8）となった。「収益状況」
「売上高」「業界の景況」の主要３指標について改善した。
その他の項目は在庫数量－4.9（同－4.9）、販売価格－10.3（同－23.0）、取引条件－15.0（同－28.8）､資金繰り
－20.7（同－32.2）､設備操業度－17.9（同－12.8）、雇用人員－12.7（同－14.9）となり４項目において改善した。

概　況

-90.0

-80.0

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

売上高
収益状況
業界の景況

H15.8.1 H16.8.1 H17.8.1 H18.8.1 H19.8.1 H20.8.1 H21.8.1 H22.8.1 H23.8.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H24.07 －23.0 －4.9 －10.3 －15.0 －23.0 －20.7 －17.9 －12.7 －26.5

DI値

H24.06 －49.4 －4.9 －23.0 －28.8 －54.0 －32.2 －12.8 －14.9 －59.8

H24.06→H24.07 26.4↑ ±0→ 12.7↑ 13.8↑ 31.0↑ 11.5↑ －5.1↓ 2.2↑ 33.3↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ
前月と比べ、
製造業、非製造業とも改善する傾向に

組合活性化情報
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中央会封筒の裏面に広告を掲載しませんか！

■広告掲載する封筒の種類と掲載場所

■規格・広告掲載料

※掲載料に版下作成費は含みません。
　版下原稿は、広告主様のご負担にて完全原稿でご提出いただくこととなります。

■お申込み・お問い合わせ等
所定の申込用紙にてお申し込みいただくこととなりますので、まずは、下記までご連絡ください。
詳細な掲載要領や申込用紙などをお送りします。

◎静岡県中小企業団体中央会　総務課（ＴＥＬ：０５４－２５４－1511）
広告掲載申込み期間：平成24年8月下旬～平成24年10月31日

項　　目 中央会封筒

１枠サイズ

印　刷　色

掲　載　料

掲載期間

「中小企業静岡」発送用封筒

120mm（縦）×110mm（横）

１色（濃紺）※封筒は淡いブルー １色（紺・特色）※封筒はサーモンピンク

１枠につき60,000円（税込） １枠につき50,000円（税込）

１年間（４月１日～翌年３月３１日）

中央会では、平成２５年度に使用する封筒の裏面を活用した組合や企業等の広告を募集します。
封筒は、文書発送時や会議開催時に使用され、組合関係者のみならず、企業、行政機関、金融機関等の
手元に届きます。この機会にぜひご活用ください！！

①中央会封筒の裏面
　封筒サイズ：332mm（縦）×240mm（横）
A4サイズの書類が入る大きさ。文書発送時、会議開催時に使用

②「中小企業静岡」発送用封筒の裏面
　封筒サイズ：311mm（縦）×228mm（横）
毎月発行される「中小企業静岡」等の発送用として使用

110mm（縦）×100mm（横）
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第８条　「差別的取扱いの禁止」
１．事業主は、職務の内容、退職までの長期的な人
材活用の仕組みや運用などが通常の労働者と同一の
パートタイム労働者であって、期間の定めのない労働
契約を締結している者については、パートタイム労働
者であることを理由として、その待遇について、差別
的扱いをしてはならない。
２．１の期間の定めのない労働契約には、反復更新に
よって期間の定めのない労働契約と同視することが社
会通念上相当と認められる有期契約を含むものとする。
第９条　「賃金の決定方法」
１．事業主は、通常の労働者との均衡を考慮しつつ、
その雇用するパートタイム労働者の職務の内容、成
果、意欲、能力又は経験などを勘案し、その賃金（基
本給、賞与、役付手当など）を決定するように努め
るものとする。
２．事業主は、職務の内容、人材活用の仕組みや運
用などが通常の労働者と同一のパートタイム労働者
については、その同一である一定の期間は、その通
常の労働者と同一の方法により賃金を決定するように
努めるものとする。

※�●第８条は、通常の労働者と同視できるパートタイ
ム労働者に対して、すべての待遇について差別的
な取り扱いを禁止し、第９条は、通常の労働者と
パートタイム労働者の職務の内容や成果等を勘案
し、正社員と均衡がとれた賃金決定に努めることを
事業主に求めています。「職務分析」は職務の内容
が同じかどうかを判断するためには重要なプロセス
であり、「職務評価」は正社員との均衡を図るため
に有用な手段です。

お問い合せ先
静岡労働局雇用均等室　
〒420-8639
静岡市葵区追手町9-50　静岡地方合同庁舎5階
TEL：054-252-5310　FAX：054-252-8216
申込必要事項　事業所名・ご担当者（お役職）
　郵便番号／住所・TEL／ FAX
　ご希望等☑	 □コンサルティングを希望
	 	 □コンサルティングの説明希望
	 	 □その他

平成24年度　中小企業次世代育成支援取組促進事業
	 アドバイザー派遣事業のご案内

中小企業も「一般事業主行動計画」を作りましょう！
静岡県中小企業団体中央会では、静岡県から委託

を受けて、「一般事業主行動計画」※1の策定、両立支援
制度の導入、人事・労務管理全般に関して、アドバ
イザー（社会保険労務士）の派遣による個別相談（無
料）を実施しております。（派遣対象は労働者100人
以下の中小企業とさせていただきます。）
仕事と家庭との両立支援に関する助成金の多くは、

「一般事業主行動計画」の策定が支給要件となってお
ります。「一般事業主行動計画」の策定をご希望の事
業所は、下記にお問い合せ下さい。
※1�「一般事業主行動計画」は「次世代育成支援対策推進法」
（平成15年制定・平成17年４月施行）に規定されるもので、
「仕事と家庭の両立を図る雇用環境の整備」に通じる取り
組みについて企業が策定する計画です。

	 �現在、「一般事業主行動計画」の策定は、従業員数101人
以上の企業は義務化されており、100人以下の企業は努
力義務となっております。

お問い合せ先・お申し込み
静岡県中小企業団体中央会　労働対策課　菊池
〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1
TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
申込必要事項　企業名・ご担当者（役職／氏名）
　郵便番号・住所・TEL／ FAX・従業員数

ワーク・ライフ・バランスに係る助成金
ワーク・ライフ・バランスに関する労働局の助成
金の申請にあたっては、一般事業主行動計画の策定、
届出が条件となっています。
1　中小企業両立支援助成金
　  ①代替要員確保コース ※1
　  ②休業中能力アップコース ※1
　  ③中小企業子育て支援助成金 ※2
　  ④継続就業支援コース ※2
	 ※1（対象：従業員300人以下の事業所）
	 ※2（対象：従業員100人以下の事業所）
2　両立支援助成金
　  ①子育て期短時間勤務支援助成金
　  ②事業所内保育施設設置・運営等支援助成金

お問い合せ先
静岡労働局雇用均等室　TEL：054-252-5310

無料
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地域中小企業の人材確保・定着支援事業
登録企業の募集！

大学・短大等と連携して実施する本事業の情報を
メール配信します！

●�静岡県中小企業団体中央会では、人材確保に対応
するため、地域の大学と連携して、大学生、短大
生等の採用の円滑化を図るため、登録企業の募集
をしています。
●�登録企業には、本会が大学・短大と連携して実施
する、企業説明会・面接会・企業見学会・インター
ンシップ、各種セミナーなどの情報をメール配信い
たします。
●�配信した情報の中から“参加したい”メニューを選
んで参加申込をすることができます。
●大学生・短大生等の採用活動に役立つ情報をキャッチできます。

登録料・参加費は無料です。
【連携大学】静岡大学・静岡県立大学・静岡英和学院大学・
短期大学部・静岡産業大学・静岡理工科大学・常葉学園短
期大学（順不同）

●対象企業　�大学生、短大生を採用する意欲のある
県内中小企業等

●登録方法　中央会ホームページから申込みをお願いします。
	 http://www.siz-sba.or.jp/guide/jinzai.html
●申込み・お問い合せ先
静岡県中小企業団体中央会　労働対策課
〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1
TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
E-mail：jinzai@siz-sba.or.jp

地域中小企業の人材確保・定着支援事業の概要
県内中小企業と大学生等との “顔の見える関係” 構築を通じ
た中小企業の安定的な人材の確保・定着を目指します。

■大学生等に対する情報発信、企業PR
経営者による出前講座、若手社員による企業PR、企業見
学会の開催、企業説明会（ガイダンス）の開催、インター
ンシップの実施など
■大学生と中小企業のマッチング
就職指導担当者への説明会、企業面接会の開催個別マッ
チングなど
■採用後の人材育成・定着支援
新入社員セミナー・若手社員職場定着支援セミナー、企
業管理者向けセミナーの開催（企業管理者向け）など

※�本事業は経済産業省中小企業庁の補助金を受け、静岡県
中小企業団体中央会が実施しています。

パート社員の職務分析・職務評価
「雇用均等コンサルタント」が導入の支援をいたします。

・パートは大事な戦力。パート社員の活力で会社を活性化したい。
・辞めていく優秀なパート社員がいる。
・パート社員の職務評価や賃金制度を検討したい。

	 無料コンサルティング
職務分析・職務評価導入支援コンサルティングを

ご活用ください！
メリット1 	�パート社員と正社員の職務が同じか、異な

るかを明確にできます
メリット2 	�職務の内容に応じた待遇か、パート社員と

正社員でバランスが取れているかを確かめ
ることができます

メリット3 	�正社員とパート社員との職務の違いをわか
りやすく説明でき、待遇への納得性を高め
ることができます

メリット4 	�パート社員が納得して働き、能力を発揮す
るようになり、会社の活性化につながります

職務分析とは＝職務の内容を明確にすること
STEP①情報の収集
STEP②情報の整理

メリット5 	�出来上がった「職務説明書」はパート社員
の選考・採用のために活用することができ
ます

�職務評価とは＝�職務の大きさを（他の職務と比べて）
明確にすること

メリット6 	�職務評価の結果をもとに職務評価制度や賃
金制度などの検討に活用することができます

法律はどうなっているの？
●パートタイム労働法より（抜粋）●
第２条　「パートタイム労働者の定義」
１．この法律において「短時間労働者」とは、１週間
の所定労働時間が同一の事業所に雇用される通常の
労働者（当該事業所に雇用される通常の労働者と同
種の業務に従事する当該事業所に雇用される労働者
にあっては、厚生労働省令で定める場合を除き、当
該労働者と同種の業務に従事する当該通常の労働者）
の１週間の所定労働時間に比し短い労働者をいう。
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業
用
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
は
必
須
。
だ
か
ら
運
転
免
許
保

有
人
数
に
一
台
足
し
た
数
の
車
が
あ

る
」
と
柳
原
副
理
事
長
は
語
る
。

土
地
柄
、
組
合
員
と
の
ユ
ー
ザ
ー
と

結
び
つ
き
も
強
く
、
組
合
で
扱
う
車
検

整
備
台
数
も
順
調
に
推
移
し
て
き
た
。

昭
和
四
二
年
七
月
、
中
小
企
業
団
体

の
組
織
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
協
業
組
合
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
比
較
的
多
く
の

組
合
が
設
立
さ
れ
た
の
が
自
動
車
整
備

業
界
で
、
過
去
一
六
組
合
の
設
立
が

あ
っ
た
。

一
方
、
平
成
一
二
年
三
月
の
組
合
法

の
改
正
で
組
合
か
ら
会
社
に
移
行
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に

五
組
合
が
移
行
し
て
い
る
。

今
回
は
、
協
業
組
合
を
堅
持
し
、
地

域
に
根
ざ
し
て
車
検
整
備
事
業
を
展
開

し
て
い
る
川
根
自
動
車
整
備
協
業
組
合

を
訪
ね
、
役
員
の
方
々
か
ら
話
を
伺
っ

た
。

は
じ
め
に
自
動
車
整
備
業
界
独
特
の

事
情
に
つ
い
て
、
河
畑
理
事
、
勝
下
理

事
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

自
動
車
整
備
業
の
仕
事
を
大
別
す
る

と
、
一
般
修
理
、
一
年
点
検
、
車
検
整

備
の
三
つ
が
主
な
業
務
。
ま
た
、
整
備

工
場
は
、
認
証
工
場
と
指
定
工
場
に
分

か
れ
、
組
合
に
所
属
す
る
事
業
者
の
殆

ど
は
認
証
工
場
で
あ
る
。

認
証
工
場
は
、
設
備
や
整
備
士
等
の

規
模
に
よ
り
、
自
社
工
場
で
車
検
整
備

し
た
上
で
そ
の
車
両
を
沼
津
・
静
岡
・

浜
松
各
市
に
あ
る
自
動
車
検
査
場
ま
で

持
込
み
、
車
両
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
台
の
検
査
に
丸
一
日
時

間
を
費
や
す
た
め
、
遠
方
の
事
業
者
に

住　所／〒428-0314
 榛原郡川根本町下長尾309
理事長／松下 浩
組合員／7人

設　立／昭和46年12月16日
T E L ／0547-56-0297

地
域
に
根
ざ
し
た

車
検
整
備
事
業
を
展
開

効
率
化
を
目
指
し
て

協
業
組
合
を
設
立

環
境
変
化
に

サ
ー
ビ
ス
力
の
向
上
で
対
応

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

地
域
の
整
備
業
者
を
牽
引
す
る

川
根
自
動
車
整
備
協
業
組
合

▲組合の共同工場

▲最新鋭機器を活用し入念に整備する
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し
か
し
、
地
域
内
の
雇
用
の
場
が
減

少
し
、
若
者
を
中
心
に
島
田
市
や
藤
枝

市
に
勤
め
る
人
が
年
々
増
加
。
こ
の
こ

と
が
組
合
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

西
村
専
務
理
事
は

「
勤
め
先
近
く
の
販
売
店
で
車
を
買

う
人
が
増
え
た
。
車
検
や
点
検
も
そ
ち

ら
で
受
け
る
た
め
、
組
合
の
車
検
整
備
、

組
合
員
の
点
検
と
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
も
教
育
や
技
術
研
修
を

開
催
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
向
上
さ
せ

台
数
の
回
復
を
図
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

組
合
を
設
立
し
て
四
○
年
余
り
。
こ

れ
ま
で
組
合
員
は
、
互
い
に
助
け
合
っ

て
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

「
従
業
員
が
病
気
な
ど
で
欠
員
に

な
っ
た
時
は
、
他
の
組
合
員
か
ら
応
援

を
出
し
乗
り
切
っ
て
き
た
。
ま
た
、
各

メ
ー
カ
ー
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
修
業
し
て

家
業
を
継
い
だ
人
が
多
く
、
初
め
て
扱

う
メ
ー
カ
ー
の
車
が
入
庫
し
て
も
、
気

軽
に
整
備
上
の
注
意
点
な
ど
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
組
合
な
ら
で
は

の
メ
リ
ッ
ト
」
と
組
織
化
の
効
果
を
語

る
松
下
理
事
長
。

組
合
で
は
、
高
価
な
デ
ィ
ス
ク
ブ

レ
ー
キ
用
ロ
ー
タ
ー
の
研
磨
機
を
は
じ

め
、
最
近
増
え
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

の
整
備
に
欠
か
せ
な
い
外
部
診
断
機
を

所
有
し
、
組
合
員
に
も
貸
し
出
し
て
い

る
。
さ
ら
に
は
組
合
員
と
組
合
の
整
備

担
当
者
を
技
術
研
修
会
に
参
加
さ
せ
る

こ
と
で
、
常
に
最
新
の
技
術
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ま
た
、
組
合
員
か
ら
廃
出
さ
れ
る
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
ク
ー
ラ
ン
ト
の
回
収

施
設
を
組
合
に
設
置
。
組
合
分
も
含
め

て
回
収
と
処
理
を
専
門
業
者
に
委
託
す

る
シ
ス
テ
ム
を
十
年
ほ
ど
前
に
導
入
し

た
。
こ
う
し
た
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
一
八
年
に
は

中
部
運
輸
局
長
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

「
組
合
は
組
合
員
の
拠
り
ど
こ
ろ
。

地
区
内
の
員
外
業
者
も
研
修
に
参
加
す

る
な
ど
交
流
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
川
根
地
域
の
整
備
業

界
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
松
下

理
事
長
は
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

▲左から勝下氏、河畑氏、松下氏、柳原氏、西村氏

組合活性化情報

組
合
は
組
合
員
の
拠
り
ど
こ
ろ

2012静岡県ワーク・ライフ・バランスシンポジウム
開催のご案内

日　　時	 平成24年10月12日（金）　13時〜16時（開場 12時）

会　　場	 静岡市葵区追手町 アゴラ静岡8階 「しずぎんホール　ユーフォニア」

内　　容	 かけ算（×）のワーク・ライフ・バランスで
企業に『力』を。人生に『幸せ』を。

	 ○基調講演　
	 　講師：坂本　光司 氏（法政大学大学院政策創造研究科 教授）
	 ○パネルディスカッション
	 　パネリスト	 飯田工業薬品㈱	 代表取締役	 飯田　悦郎 氏
		  ㈱レ・サンク	 代表取締役	 田嶋　清子 氏
		  ㈱たこ満	 相談役	 平松きよ子 氏
	 　コーディネーター	 富田中小企業診断士事務所代表　富田哲弥 氏

対 象 者	 企業経営者、人事労務担当者や従業員、その他関心がお有りの方。

定　　員	 400名（先着順）		  参 加 費	 無料

主　　催	 静岡県		  共　　催	 静岡県中小企業団体中央会　ほか

お申込・問合せ	 静岡県就業支援局労働政策課	 TEL.054-221-2338　FAX.054-271-1979
	 URL:http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/index.html
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静岡県東部青年中央会
中島大介
三陽電業株式会社

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
記

今
夏
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
連
日
連
夜
の
熱
戦
に
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
し
た
が
、
八
月
一
五
日
の
朝
刊
に
興
味
深
い
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

南
ス
ー
ダ
ン
の
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
話
で
す
。
現
在
も
内
紛
状

態
が
続
く
同
国
で
、
彼
は
幼
少
期
よ
り
、
戦
火
か
ら
逃
れ
て
自

分
の
命
を
守
る
た
め
に
走
り
続
け
、
何
度
も
命
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
生
き
延
び
、
こ
の
舞
台
に
立
っ
た
と
淡
々
と
語
っ

た
そ
う
で
す
。

こ
の
事
実
と
経
験
は
大
い
に
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
今
も
な
お
、
幼
い
子
供
た
ち
が
自
分
の
命
を
守
る
た

め
に
走
り
続
け
、
ま
た
、
そ
の
裏
に
は
命
を
失
う
子
供
た
ち
が

数
多
く
い
る
と
い
う
真
実
が
あ
り
ま
す
。

終
戦
記
念
日
の
朝
、
こ
の
国
が
領
土
問
題
を
含
め
た
様
々
な

問
題
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
を
通
し
改
め
て
認
識

す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
歴
史
認
識
と
世
界
の
実
状
に
触
れ
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今月号の取材で、久しぶりに川根路に出かけ
た時のこと。静岡市から国道362号線で川根本
町に入り、峠を下り始めたあたりの路肩で、何
やら二つの動く物体を発見。車を止めてよく見
ると、二匹のニホンザルであった。

さらに下ったところで、母親だろうか、子供
を背負ったニホンザルが平然と道路を横切って
いった。再度止まって見ると、向こうもこちら
をじっと見つめている。

この道はこれまで何回も通ったことがあるの
だが、一度に二回もサルと遭遇したのは初めて
だった。

人の手が入らない山林が増えているからなの
か、それとも餌を求めて人里近くまでやってきた
のだろうか。

愛くるしい子ザルの表情に心は癒されながら
も、自然環境の変化がもたらす影響を改めて考
えさせられる光景であった。 （中村）
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